
■ 潜在的待機児童の解消、「通年のゼロ」へ　　 ■ 小学校給食の無償化　　
■ 枚方市駅周辺再整備で、親子で楽しめる室内の遊び場の開設へ　
■ 児童相談所の設置へ　　　　　■ 貧困世帯に塾、習い事への費用助成

枚方市を大阪京都間の副都心へ！
■ 枚方市駅周辺再整備事業の推進　　　　　　　■ ひらかた万博の推進
■ 地域資源を活用した観光事業の活性化　　　　■ 活発な地域産業の展開
■ 創業・起業がしやすいまちへ　　

  PROFILE
昭和43年４月生まれ（55歳）。
うみのほし幼稚園、枚方市立高陵小学校、枚方市立第一中学校、大阪府立
寝屋川高校、京都産業大学卒業。商社での会社員生活を経験した後、
平成15年４月　枚方市議会議員に当選（２期）。その後、平成23年４月
から大阪府議会議員（１期）を経て、平成27年８月の枚方市長選挙に当選

（現在、２期目）。

枚方に異次元の子育て環境を！
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市役所の移転・建替え

■ ひらかた万博の推進
　‌�2025年大阪・関西万博に向けて、地域・市民団体、事業者、
大学等と連携し、枚方の自然、歴史、文化、企業の技術などの
資源を活用し、持続可能なイベントやビジネスを創出します。

　‌�この取り組みを「ひらかた万博」と称し、大阪・関西万博の
来場者を枚方に誘導します。

　‌�空飛ぶクルマの発着場整備に向けた取り組みや淀川舟運を推進
します。

■ 創業・起業がしやすいまち
　‌�市内で活発にビジネスが生まれ育つまちをめざし、北大阪商工
会議所等と連携して、創業支援事業の充実や事業承継の支援
など、創業・起業への支援を展開します。

■ 枚方市駅周辺再整備
　‌�枚方市の中心部、枚方市駅周辺の都市機能を充実させ、多様な
目的で市内外から人が訪れ、そこにビジネスが栄え、また訪れる。
こうした好循環を生み出す、住む、働く、学ぶ、楽しいがある
まちづくりをめざします。

‌�　枚方市駅周辺では、複数の公共用地等を活用し、移転・建替えを行う連鎖型のまちづくり（※）が枚方市
駅周辺再整備基本計画に基づいて進行中です。
　市役所の新庁舎の位置については、市の財政負担、経済効果、駅周辺の回遊性などについて、市役
所・旧市民会館周辺地区（④街区）と大阪府北河内府民センター周辺地区（⑤街区）の比較検討を行い、
優位性のある⑤街区と位置付けています。
　昨年、市議会９月定例月議会で市役所を⑤街区に移転する条例案が否決（賛成18、反対12。可決には
３分の２の賛成が必要）されました。
　一方で、市役所が駅から遠ざかるため、市駅直結地区（③街
区）の民間ビルの床を購入し市民窓口を設置することとしていま
すが、その予算案は同じ９月市議会で可決（３分の２以上の賛成
による）され、ねじれ状態となっています。
　再度、⑤街区に市役所を移転する条例案を市議会に提案いた
します。

■ 災害に強いまちづくり
　‌�迅速で正確な避難情報を提供、避難行動要支
援者の個別避難計画作成支援、枚方消防署の
移転・建替

■ 市民の健康寿命の延伸
　‌�各種健診の受診率向上に向けた効果的な受診
勧奨、市内企業が行う健康経営の取り組みを
促進

■ ‌�高齢者がいきいきと過ごせるやさしいまちづくり
　‌ �民間活力をいかした
介護予防事業を推進、
介護予防や外出支援、
健康増進に資するひら
ポの機能拡充

■ 身を切る改革
市長給与 退職手当

■ スマート自治体
　・‌�オンライン申請等市民手続きのデジタル化を

推進
■ 公民連携の推進
　・民間活力を生かした行政課題の解決

■ 障害者の自立支援と社会参加の促進
　‌�重度障害者の受け入れ先を拡充、難聴児への
補聴器購入補助拡充

■ 感染症予防の推進
　‌ �感染症予防計画・健康危機対処計画を策定、
保健所・市立ひらかた病院・三師会の連携強化

■ 女性活躍の推進
　‌�女性が働きやすい市内企業の応援、市役所
職員の男性育児休暇取得率100％へ

■ ゼロカーボンシティ
　‌�省エネルギーや再生可能エネルギー、
EVの普及の促進

さらに枚方が進化！さらに前へ！ 枚方市の輝く未来のための「約束」

■ 子ども家庭センターの設置
■ 潜在的待機児童の解消、「通年のゼロ」へ
■ ‌�一時預かり保育事業の拡充・地域子育て

支援拠点の増設
■ ‌�枚方市駅周辺

再整備で、親
子で楽しめる
室内の遊び場
の開設へ

■ ‌�児童相談所の
設置へ　

■ 全小中学校に通級指導教室を設置
■ ‌�小中学校におけるいじめ、不登校への

対応の充実
■ 小学校給食の無償化
■ ‌�土曜日の放課後オープン

スクエアの開室時間延長
■ ‌�留守家庭児童会室の三季

休業期間の給食提供
■ ‌�水泳授業における民間

活力の推進
■ 学校体育館の空調整備
■ ‌�貧困世帯に塾、習い事への費用助成

安心して出産・子育てができるまち 便利で楽しいがあるまち

安全・安心に暮らせるまち

※連鎖型まちづくり　
　・‌�総合文化芸術センター完成、メセ
ナ枚方が総合文化芸術センター別
館として改修完了

　・‌�市民会館本館、大ホールの機能を
廃止

　・‌�市役所市民窓口、保健センター機
能を③街区に設置

　
　・‌�保健所を保健センター跡地（市立ひ
らかた病院隣地）に移転

　・‌�大阪府北河内府民センターが③街
区に移転

→・市役所庁舎を⑤街区に新築
　・‌�④街区に民間活力を導入し、賑わ
い施設等を誘導

行財政改革

削減
％30 ゼロ 街区図



身を切る改革
▶︎‌�市長給与20％削減、退職手当ゼロなどにより２期
８年で約１億2,380万円の効果額

徹底した行財政改革
▶︎‌�効率的・効果的な組織運営の推進
▶︎‌�‌ �特別・企業会計の経営健全化、未収金対策強化、
市有財産の有効活用など、１期目・２期目の各
行革プランを合わせると、約215億の効果額

子育て世帯から「選ばれるまち」に
▶︎‌�‌ �子ども(０〜14歳）の転入超過数が大阪府内１
位、近畿３位（令和４年）
▶︎‌�人口の転入数に対する転出数の差が-1,281人
（平成25年）から+692人（令和４年）へと転入超過に！
▶︎‌�‌ �市内の街頭犯罪認知件数が1,535件（平成27年）
から549件（令和４年）に減少

京阪本線連続立体
交差事業
▶︎‌�‌ �令和４年までに約92％の
用地取得を完了。同年に
大阪府にて 工事着工。

新名神高速道路IC
へのアクセス
道の整備促進
▶‌�内里高野道線、長尾家
具町線 → 令和５年度末
の開通予定

▶︎‌�‌�淀川渡河橋（牧野高槻線)→ 枚方市において用地取得へ
▶︎‌�‌ �京都守口線の渋滞対策 → 令和11年度の事業
完了を目標に大阪府で計画

枚方市駅周辺再整備事業
▶︎‌�‌�‌ �令和６年度前期のまち開きに向けて、大阪府北河
内府民センターが駅直近地区（③街区）へ移転予定。
　‌�今後、市役所・旧市民会
館周辺地区（④街区）およ
び北河内府民センター周
辺地区（⑤街区）の土地区
画整理事業へ参画予定。

２期８年の挑戦と実績

伏見市政２期目公約全51項目の最終報告は
「伏見たかし公式ＨＰ」にて掲載しています。

伏見たかし公式SNS
情報発信中

アメーバブログ@FushimiOfficial
https://tfushimi.net/
fushimi@ray.ocn.ne.jp

伏見たかし 公式ウェブサイト

伏見市長とともに
伏見市長とともに

枚方市をさらに前
へ!

枚方市をさらに前
へ!

大阪府と連携!
大阪府と連携!

大
阪
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の
会
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◉第２子以降の保育料の無償化　◉子ども若者医療制度の拡充　◉全小学校に総合型放課後事業の
導入　◉学校園のトイレ洋式　◉全小中学校に一人一台タブレットPC導入　◉総合文化芸術セン
ターの整備　◉ホテルの誘致　◉都市計画道路の整備　◉浸水対策の強化　◉枚方市駅周辺再整備　
◉総合的防災対策の強化　◉高齢者の居場所づくりと外出支援　◉手話言語条例の制定　◉電子申
請の導入　◉指定管理者制度の導入拡大　◉要支援者への総合的な支援体制づくり　ほか

実績項目

https://oneosaka.jp

大阪維新の会
公式ウェブサイト


